








歴史地理学調査報iキ 第7号117～1321996   
神社祭礼等の寄付金額からみた混住化地域の社会関係  
一埼玉県秩父郡横瀬町第14区を事例として一  
小池 太郎   
民と新住民の間で寄付金額を比較することによ  
り，その寄付金の記録が作成された時点での各家  








Ⅱ 横瀬町第14区における社会構成の変遷  



































































































































－118一   
第1図 調査対象地域  
（国土地理院発行2万5千分の1地形図「皆野」「秩父」を使用）  











第3図 横瀬町第14区における世帯数の推移  
（農業集落カいドより作成）   


















































は定数がない。   
区会の運営に際しての経費は，区費によってま  
かなわれている。14区において区費の徴収が開始  
ー120｛   
第4図 横瀬町第14区における家の居住年数と班組織  
（現地調査により作成）  

















－ 1952～1995．  
史料2： 「胡桃下稲荷神社御燈明料控（似通）」，  
1940，1950～1995．  
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る。   
胡桃下稲荷神社，薬師堂，八坂神社の3つの祭  
礼はそれぞれ寄付者の数・胤 または集められる  
燈明料の総蝕も同様であるが，燈明料に関する以  
下の分析においては，このうち史料の現在状況の  
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1日（）  年   
・141メニ総世常数   
・胡桃－「稲荷神社祭礼への寄付家数   





注）1975年，1985年の世帯数はデータなし   
ー123仙  
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第7図 横瀬町第14区住民の胡桃下稲荷神社祭礼に対する寄付内容の変化  
（史料1より作成）  
























































































町補助金5，375，000軋 地元負担金5、375，000円と  
なっており，このうち地元負担金が区内の住民に  




































































申し出る家も出たという。   
やや特殊な事例としては，珪内に大規模な事業  
所を抱える家2戸を含む7班の場合と，建売住宅  
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第8図 居住年数による平均燈明料の差違  
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第10図 居住年数による平均寄付金の差違  
（史料4～12より作成）   



































付 記  
本稿を作成するにあたり，現地調査の際には，横   
瀬町第14区在住の郷土史研究家である若林祐美氏か   
ら貴重な研究成果の一山一部を頂きました。区有の史料   
の閲覧の際には，横瀬町第14区区長の若林志保氏に   
























































の 凋」商條である（J  
H＝ お城いも原則として、11榊仰の氏イ・である‖「真の世  
帯巨皇Hが参加するが，′美際は彼らの多くは燈明  
杵を納人したら帰宜してしまう．1建売付七に住む  








行事は灘師菅において行われていた。なれ 区内  
の作民ほ集落センターに対し公会覚の呼称をその  
まま用いているが．昭和34年に建設された公会億  
との混同を避けるため，ニこではこれを正式名称   
に従い「集落センター」と呼ぶ。′  














る神社側にしか出人り口を設置していなかったた   
め，縁起を考慮して葬列の出入り用に反対側に新  
たに出入り口を設けるというものであった。1995  
な便宜をl冥1っていただきました。さらに，聞き取り   
調査による資料収集の際，横瀬町第14区の多くの皆   
様から惜しみのない御協力を頂きました。調査結果   
の整理と本稿執筆にあたっては，筑波大学歴史・人   
類学研究科の大学院生諸氏，筑波大学社会‾Ⅰ：学系の   
佐藤洋平教授，佐藤洋平研究室の入学院生・学生諸   
氏，および筑波大学環境科学研究杵文化生態学研究   
室の大学院生諸氏に多くの助言を頂きました。以上   
の方々に，記して厚く御札ttlし．l二げますしつ   
注および参考文献   
＝ニ∵肯・q］藤・橋本舶（1985）：『混住化社会とコミュ  
ニティ』，御茶ノ水脊砿 丈J引受チ（1987）：人都市  
周辺地城の都市化w地域社会の変貌と化民削関係  











ら6放の範仰が人メ批 7班・8班の範閃が清水に  




：う）内務省地理局編（1884）：『新編武蔵風土．i己稿 第   

















ー131岬   
年11月現在，評議委員においてアパート住民が集  との配慮からのものである。  
落センターを葬式に用いる際に限り，集落センター 17）前掲9）。  
使用料を10，000円高くすることを協議している。 16）1981年には胡桃下稲荷神社の改修⊥辛があり，神  
これほ，アパート住民が寄付に参加しなかったこ  酒奉納数が多くなっている。  
とに対して－・般住民が不満を持たないようにする  
鵬132〝   
